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７
年
ぶ
り
の
改
善
勧
告
だ
が
、
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
が
さ
れ
た
。
地

方
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
を
引
き
下

げ
、
中
央
省
庁
に
勤
務
す
る
職
員
や
広

域
に
人
事
異
動
す
る
職
員
へ
お
手
盛
り

だ
。中
央
省
庁
の
官
僚
は
何
も
痛
ま
ず
、

地
方
に
勤
務
す
る
者
の
み
が
痛
み
を
受

け
る
の
は
、
ま
さ
し
く
安
倍
政
権
の
発

想
で
あ
り
、
人
事
院
は
労
働
基
本
権
制

約
の
代
償
措
置
と
し
て
の
役
割
を
忘

れ
、
自
ら
の
延
命
に
し
か
力
を
注
が
な

い
。
破
綻
し
た
人
勧
制
度
に
は
頼
ら
な

い
発
想
が
必
要
。
労
働
基
本
権
の
拡
大

に
む
け
た
た
た
か
い
は
極
め
て
重
要
だ
。

21日㈭　第24回執行委員会 (札幌市)
22日㈮　第５回拡大闘争委員会（札幌市）
23日㈯　本部青年部第59回定期総会（～ 24日、茨城県）
　　　　本部女性部第59回定期総会（～ 24日、茨城県）
24日㈰　�全国一般評議会第10回定期総会（～25日、東京都）
28日㈭　第87回自治労定期大会( ～ 29日、別府市）

５日㈮　�第28回全日本自治体職員等野球選手権全国優勝
大会（～ 7日、札幌市）

　　　　全道自治研集会（～ 6日、旭川市）
９日㈫　第25回執行委員会（札幌市）

８月

９月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

☞人事院勧告・報告ポイント

※�2015年４月から３年間で実施。俸給引き下げには３年間の経過措置。段階
的実施に必要な給与原資確保のため、2015年１月の昇給を１号俸抑制

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
強
行

月
例
給
・
一
時
金
７
年
ぶ
り
プ
ラ
ス
改
定

子
や
孫
に
平
和
を
残
そ
う

「戦争をさせない」全国署名実施中！
◇目標　組合員×５筆

延長します！◇取り組み期限

◇８月１日時点
　集約状況 筆

2014年８月末まで

87,241

る
の
は
そ
の
国
の
指
導

者
。
そ
し
て
国
民
は
そ
の

指
導
者
の
言
い
な
り
に
な

る
よ
う
に
し
む
け
ら
れ

る
。
国
民
に
む
か
っ
て

『
わ
れ
わ
れ
は
攻
撃
さ
れ

か
か
っ
て
い
る
』
と
煽
り
、

平
和
主
義
者
に
対
し
て
は

『
愛
国
心
が
欠
け
て
い

る
』
と
非
難
す
れ
ば
い
い
。

こ
の
や
り
方
は
ど
ん
な
国

で
も
有
効
だ
。
ま
さ
に
70

年
た
っ
た
日
本
に
有
効
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

訴
え
た
。

１
日
の
記
者
会
見
で
は
う

そ
が
満
載
さ
れ
た
。
今
ま

で
で
き
な
か
っ
た
武
力
行

使
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
閣
議
決
定
の
肝
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
ど
こ

か
で
戦
争
を
始
め
た
ら
そ

こ
に
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
を
し
た
場
合
、
限
定

的
と
は
お
さ
ま
ら
な
い
。

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

『
戦
争
の
は
じ
め
方
』
と

い
う
本
に
、
政
策
を
決
め

第６回 憲法問題講座 戦
争
で
き
る
国
に
む
か
っ
て
い
る

　

７
月
31
日
、
札
幌
市
・

自
治
労
会
館
で
、
第
６
回

憲
法
問
題
講
座
が
開
か

れ
、
１
５
０
人
が
参
加
し

た
。

　

東
京
新
聞
編
集
委
員
兼

論
説
委
員
の
半
田
滋
さ
ん

が
、
日
本
は
戦
争
を
す
る

の
か
ー
集
団
的
自
衛
権
と

自
衛
隊
―
と
題
し
講
演
し

た
。

　

半
田
さ
ん
は
「
安
倍
首

相
は
う
そ
つ
き
だ
。
７
月

％
、
３
０
０
㎞
以
上
10
％
に

引
き
上
げ
、
④
単
身
赴
任
手

当
・
本
府
省
業
務
調
整
手
当

等
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
制

度
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
２

０
１
８
年
４
月
ま
で
に
計
画

的
に
実
施
す
る
と
し
て
、
激

変
緩
和
の
た
め
３
年
間
に
限

り
現
給
保
障
の
経
過
措
置
を

設
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
初

年
度
の
改
正
給
与
原
資
を
確

保
す
る
た
め
に
２
０
１
５
年

１
月
の
昇
給
を
１
号
俸
抑
制

す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
勧
告
内
容
に

対
し
、
公
務
員
連
絡
会
は

「
我
々
の
声
を
無
視
し
勧

告
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
遺

憾
」
と
見
解
を
示
し
た
。
今

均
２
％
引
き
下
げ
、
３
級
以

上
の
高
位
号
俸
は
最
大
４
％

程
度
引
き
下
げ
、
②
地
域
手

当
の
級
地
区
分
を
増
設
し
て

支
給
割
合
の
見
直
し
、
民
賃

指
数
93
以
上
を
対
象
と
す

る
、
③
広
域
異
動
手
当
を
60

㎞
以
上
３
０
０
㎞
未
満
５

裁
は
「
官
民
較
差
は
０
・
２

％
台
後
半
、
一
時
金
は
０
・

１
５
月
分
の
増
加
」
と
回
答

し
、
俸
給
表
と
一
時
金
の
支

給
月
数
を
７
年
ぶ
り
に
増
額

改
定
を
行
う
こ
と
を
明
言
し

た
。
寒
冷
地
手
当
に
つ
い
て

は
新
た
な
気
象
デ
ー
タ
に
基

づ
き
支
給
地
域
を
見
直
す

（
２
０
１
５
年
実
施
）
と
回

答
し
た
。
ま
た
、
民
間
賃
金

の
低
い
12
県
の
官
民
較
差
と

全
国
の
較
差
の
率
の
差
を
踏

ま
え
、
①
俸
給
表
水
準
を
平

す
る
の
み
で
、
納
得
の
い
く

回
答
が
一
切
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
し
か
も
、
２
０
１
４
年

給
与
改
定
の
較
差
や
総
合
的

見
直
し
の
検
討
事
項
の
詳
細

が
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
と
な
ら

な
か
っ
た
た
め
、
公
務
員
連

絡
会
は
、
異
例
で
は
あ
っ
た

が
、
８
月
１
日
に
２
回
目
の

人
事
院
給
与
局
長
と
の
交
渉

を
実
施
、
８
月
５
日
に
は
人

事
院
総
裁
と
の
最
終
交
渉
が

設
定
さ
れ
た
。

　

５
日
の
交
渉
で
人
事
院
総

　

人
事
院
は
８
月
７
日
、
公
務
員
連
絡
会
の
強
い
反
対

を
押
し
切
り
、
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に
つ
い
て

勧
告
を
強
行
し
た
。
人
勧
期
の
山
場
で
あ
る
７
月
29
日

の
人
勧
期
中
央
行
動
に
お
い
て
は
、
全
体
で
３
０
０
０

人
、
北
海
道
か
ら
は
38
人
の
組
合
員
を
派
遣
し
て
、
不

当
な
人
事
院
の
姿
勢
を
糾
弾
し
た
。

後
は
、
各
都
道
府
県
の
人
事

委
員
会
勧
告
期
の
た
た
か
い

が
重
要
と
な
る
。
道
本
部
は

11
月
の
賃
金
確
定
期
の
山
場

に
む
け
て
、
し
っ
か
り
と
た

た
か
う
方
針
を
確
立
す
る
。

け
ら
れ
る
。
国
民
の
総
意
を

結
集
し
、
輪
を
広
め
て
原
発

建
設
・
稼
働
を
止
め
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。
ル
ポ
ラ
イ

タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
は
、

「
大
間
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

大
量
に
使
う
、
世
界
的
に
例

の
な
い
初
め
て
の
施
設
。
電

源
開
発
は
原
発
を
つ
く
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

会
社
。
生
き
残
り
の
た
め
に

な
ん
と
し
て
も
大
間
原
発
を

建
設
し
た
い
の
が
相
手
側
の

考
え
。
再
稼
働
を
簡
単
に
さ

せ
て
い
な
い
の
は
私
た
ち
の

運
動
が
あ
る
か
ら
。
安
倍
首

相
が
何
を
や
ろ
う
と
子
や
孫

の
代
だ
け
で
は
な
く
、
私
た

ち
の
生
存
権
の
問
題
で
も
あ

る
。
私
た
ち
が
頑
張
れ
ば
子

や
孫
に
平
和
を
残
せ
る
。
絶

対
に
平
和
を
届
け
る
と
い
う

思
い
で
た
た
か
お
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

た
。
し
か
し
、
あ
の
震
災
の

震
源
地
が
泊
沖
だ
っ
た
ら
私

た
ち
は
存
在
し
て
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
み
ん
な
で
手

を
つ
な
い
で
、
子
ど
も
の
未

来
を
守
る
た
め
一
緒
に
歩
も

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

前
衆
議
院
議
員
の
逢
坂
誠

二
さ
ん
は
、「
世
の
中
最
近
お

か
し
い
と
感
じ
る
。
政
府
は

報
道
機
関
に
も
圧
力
を
か
け

て
い
る
。
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
閣
議
決
定
に
つ
い

て
、
抑
止
力
が
高
ま
る
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
が
言
う
時

代
。
狂
っ
て
い
る
。
大
間
原

発
建
設
は
日
本
の
原
子
力
政

策
の
根
幹
。
崩
れ
る
と
彼
ら

の
論
理
が
破
綻
す
る
か
ら
相

手
側
も
必
死
。
逆
に
建
設
を

阻
止
す
る
こ
と
で
風
穴
を
開

　

は
じ
め
に
、
中
村
誠
吾
道

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表

が
、「
７
月
12
日
は
北
海
道
南

西
沖
地
震
か
ら
21
年
目
。
２

２
６
人
も
の
方
が
亡
く
な
っ

　

７
月
12
日
、
函
館
市
・
大

森
公
園
で
「
や
め
る
べ
大
間

原
発
北
海
道
集
会
」
が
開
か

れ
、
市
民
ら
８
０
０
人
が
参

加
し
た
。

集会後は、函館市内をデモ行進し、大間原発反対を訴えた

3000人が集まった中央行動。給与制度の総合的見直し反対の意志を固めた＝７月29日、東京

　

29
日
の
人
事
院
給
与
局
長

と
の
交
渉
で
、
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
を
行
う
理
由

を
明
ら
か
に
せ
よ
と
最
後
ま

で
追
及
し
た
が
、「
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
本
年
、
勧
告
す
べ
く
作

業
を
進
め
て
い
る
」
と
回
答

①�地域の民間給与水準を踏まえて、俸給表の水準を平均
２％引き下げ

③�職務や勤務実績に応じた給与配分（広域異動手当、単
身赴任手当の引き上げ等）

②地域手当の見直し

俸給表や諸手当のあり方を含めた給与制度の
総合的見直し

①�民間給与との較差（0.27％）を埋めるため、若年層に
重点を置きながら俸給表の水準を引き上げ
②一時金を引き上げ（0.15月分）、勤勉手当に配分

月例給、一時金ともに７年ぶりの引き上げ

2014人勧

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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初優勝を果たした北広島市職労チーム＝７月28日

チーム一丸で勝ち取った優勝。試合後監督の胴上げが行われた

決勝戦は天候にも恵まれ、絶好のコンディションのなか行われた

惜しくも準優勝となった白糠町職チーム＝７月28日

〔
決
勝
戦
試
合
結
果
〕

　

大
会
最
終
日
、
心
配
さ
れ

て
い
た
天
候
も
回
復
し
、
最

高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中

試
合
は
行
わ
れ
た
。
北
広
島

市
職
労
は
初
の
決
勝
戦
進

　

７
月
26
～
28
日
、
ニ
セ
コ
町
・
運
動
公
園
野
球
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
、
第
48
回
全
道
自
治
体
職
員
等
野
球
選
手
権
全

道
優
勝
大
会
が
開
か
れ
、
地
方
本
部
予
選
大
会
で
勝
ち
抜
い
た
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
大
会
は
雨
と
い
う
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
な
か
、
北
広
島
市
職
労
が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
白
糠
町
職
は
３
度
目
の
決
勝
戦
進
出
と
な
っ
た
が
、
惜
し

く
も
涙
を
飲
ん
だ
。
北
広
島
市
職
労
と
白
糠
町
職
は
、
９
月
５
～
７
日
、
札
幌
市
・
江
別
市
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
参

加
の
切
符
を
手
に
し
た
。
全
国
大
会
に
は
、
昨
年
全
道
優
勝
し
た
知
内
町
職
と
開
催
地
・
札
幌
市
職
連
も
出
場
す
る
。

出
。
白
糠
町
職
は
通
算
３
回

目
の
進
出
。
ど
ち
ら
が
勝
っ

て
も
初
優
勝
と
い
う
な
か
、

緊
迫
し
た
雰
囲
気
で
決
勝
戦

が
始
ま
っ
た
。

　

両
チ
ー
ム
無
得
点
で
む
か

え
た
２
回
裏
白
糠
町
職
の
攻

撃
、
北
広
島
市
職
労
の
エ
ラ

ー
で
１
点
を
先
取
。
そ
の
後

３
回
に
も
１
点
を
追
加
し
た
。

　

追
い
上
げ
た
い
北
広
島
市

職
労
は
４
回
表
に
４
番
波
多

野
選
手
が
四
球
で
出
塁
す
る

と
、
５
番
柴
田
選
手
が
レ
フ

ト
へ
の
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ

ン
で
同
点
に
追
い
つ
く
。

　

勢
い
に
乗
っ
た
北
広
島
市

職
労
は
５
回
表
、
１
番
木
川

選
手
の
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
か

ら
竹
内
、
名
和
、
安
井
選
手

な
ど
の
長
打
に
よ
る
連
続
打

点
で
、
一
挙
に
９
点
を
あ
げ

る
猛
攻
を
見
せ
る
。

　

投
げ
て
は
３
回
か
ら
登
板

の
北
広
島
市
職
労
・
名
和
投

手
が
強
力
な
白
糠
町
職
打
線

を
抑
え
る
安
定
し
た
ピ
ッ
チ

ン
グ
を
見
せ
た
。

　

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
試
合

は
11
対
３
の
７
回
コ
ー
ル
ド

で
北
広
島
市
職
労
が
勝
利

し
、
初
の
全
道
の
栄
冠
を
勝

ち
取
っ
た
。

　

白
糠
町
職
も
終
盤
で
意
地

を
見
せ
、
７
回
裏
に
１
点
を

返
す
も
あ
と
一
歩
及
ば
ず
、

惜
し
く
も
涙
を
の
ん
だ
。

　

今
年
は
ベ
ス
ト
４
入
り
を

目
標
に
頑
張
っ
た
。
選
手
た

ち
の
頑
張
り
が
良
い
結
果
に

　

春
先
か
ら
こ
の
チ
ー
ム
に

合
流
し
練
習
し
た
。
み
ん
な

に
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
よ

う
努
力
し
て
き
た
。
優
勝
で

つ
な
が
っ
た
。
選
手
と
運
営

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し

た
い
。

　

全
国
大
会
で
は
さ
ら
に
上

を
め
ざ
す
。

No 会　場　名

Ａ ニセコ町運動公園野球場

Ｂ 喜茂別町営野球場

No 会　場　名

C 京極町営野球場

D 倶知安町営野球場

第48回全道自治体職員等野球選手権全道優勝大会組み合わせ

個
人
賞

■
勝
利
監
督
賞

■
最
優
秀
選
手
賞

■
敢
闘
賞

■
殊
勲
賞

■
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

■
打
撃
賞

白糠町職 北広島市職労

北広島市職労 白糠町職

北広島市職労

北広島市職労

田中 亨周さん 竹内 大樹さん

柴田 賢人さん 太田 耕平さん

名和 知明さん

近藤 将雄さん

白
糠
町
職
は
準
優
勝

北
広
島
市
職
労
が
初
の
栄
冠
！

第48回
全 道

野球大会

き
て
嬉
し
い
。

　

普
段
の
練
習
で
後
輩
に
た

く
さ
ん
投
げ
て
も
っ
た
こ
と

が
、
良
い
結
果
に
つ
な
が
っ

た
。
賞
を
取
れ
て
嬉
し
い
。

結
び
、
同
点
の
本
塁
打
を
打

つ
こ
と
が
で
き
た
。
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
。

　

い
ま
す
ご
く
チ
ー
ム
の
雰

囲
気
が
良
く
、
チ
ー
ム
力
が

上
が
っ
て
い
る
の
で
こ
の
気

持
ち
の
ま
ま
全
国
大
会
で
も

頑
張
り
た
い
。

　

日
頃
か
ら
の
練
習
が
身
を

　

み
ん
な
が
守
っ
て
く
れ
た

の
で
、
精
一
杯
投
球
で
き
た
。

受
賞
で
き
た
の
は
仲
間
の
お

か
げ
。

出場チーム 知 内 町 職（2013優勝）
北広島市職労（2014優勝）
白 糠 町 職（2014準優勝）
札幌市職連（開催地）

全国野球in札幌

め
ざ
せ
！
全
国
の
頂
点
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２連覇を達成した帯広市労連チーム＝８月３日準優勝を果たした苫小牧市職労チーム＝８月３日

「暑いなか」で「熱い」たたかいとなった決勝戦

評議会（青年部・女性部・現業評議会など）で発行しているものでもＯＫ！

最優秀賞 １点－30，000円　優秀賞 ２点－新聞編集ソフト「パーソナル編集長」　佳作 ３点 10，000円

優秀賞 ３点－10，000円

道本部ＨＰ〔単組・組合員専用ページ〕８/１付を参照

◇応募資格＝組合員、家族、退職者

◇一般の部　◇自主福祉活動の部

◇一般の部

◇自主福祉活動の部

【参加対象】

■締め切り

■送付先

各コンクールとも９月10日（水）必着

〒060-0806 札幌市北区北６条西７丁目　自治労北海道本部
　「○○○コンクール」宛（各コンクール名を書いてください）

※�各種コンクールに応募する場合『応募票』が必要です。『応募票』は道本部ＨＰ単組・組合員専用ページ（８／１付）からダウンロードできます。

【応募方法】

【賞品】

大きさは１コマＢ５版以内、多コマのものはＢ４版以内にまとめる。

最優秀賞 １点－10,000円　優秀賞 １点－5,000円　佳作－１点 3，000円

【作品の規格】

【賞品】

【テーマ】①私の癒し　②自由課題

【テーマ】集団的自衛権行使容認の閣議決定による「戦争できる国づくり」に
むかおうとする今の政権に関連した作品

募集中！

■�審査結果は、第56回自治労北海道本部定期大会の会場で展示し、機関紙「自治労
北海道・大会特集号」紙上で発表します

　　　　　　詳しくは道本部ＨＰ〔単組・組合員専用ページ〕８/１付を参照
携帯電話、デジタルカメラで撮影した写真データを下記のアドレスにメールでご応募下さい。

　　　　最優秀賞 １点－デジタルカメラ　優秀賞 ５点－5,000円分の商品券　癒し賞 10点－3,000円分の図書券

◇メール送付先　khikichi@jichiro-hokkaido.gr.jp

【応募方法】

【賞品】

第47回写真コンクール

第47回まんがコンクール

2014年度機関紙コンクール

　

８
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、
滝
川
市
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
第
36
回
全
道
自
治
体
職
員
等
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
か
れ
、
予
選
リ
ー
グ
10
チ
ー
ム
で
勝
ち
抜
い
た
８
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。

　

強
豪
チ
ー
ム
を
お
さ
え
、
帯
広
市
労
連
が
全
道
大
会
２
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
、
苫
小
牧
市
職
労
が
準
優
勝
の
栄
冠

に
輝
い
た
。
来
年
９
月
に
岡
山
県
で
開
か
れ
る
予
定
の
全
国
優
勝
大
会
に
は
、
昨
年
全
国
制
覇
し
た
札
幌
市
職
連
と
、

今
年
優
勝
し
た
帯
広
市
労
連
、
来
年
の
第
37
回
全
道
優
勝
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
。

【
決
勝
戦
試
合
結
果
】

　

気
温
32
℃
、
両
チ
ー
ム
と

も
に
こ
の
日
３
試
合
目
と
い

う
ハ
ー
ド
日
程
の
な
か
、
決

勝
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

第
１
セ
ッ
ト
は
、
帯
広
は

序
盤
か
ら
板
谷
選
手
の
ス
パ

イ
ク
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
多
彩
な

ク
イ
ッ
ク
攻
撃
に
よ
り
、
着

実
に
得
点
を
重
ね
た
。

　

第
２
セ
ッ
ト
は
、
序
盤
か

ら
お
互
い
に
一
進
一
退
の
攻

防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

中
盤
、
苫
小
牧
の
岩
田
・

中
村
両
選
手
の
ス
パ
イ
ク
が

決
ま
り
だ
し
、
一
時
リ
ー
ド

し
た
が
、
帯
広
は
正
確
な
サ

ー
ブ
レ
シ
ー
ブ
や
板
谷
選
手

を
中
心
と
し
た
攻
撃
で
試
合

を
立
て
直
し
、
最
後
ま
で
主

導
権
を
握
ら
せ
ず
、
帯
広
が

見
事
２
年
連
続
の
全
道
優
勝

を
果
た
し
、
来
年
の
全
国
大

会
出
場
権
利
を
獲
得
し
た
。

練
習
時
間
を
つ
く
り
努
力
し

た
選
手
た
ち
の
お
か
げ
て
、

優
勝
で
き
た
。
岡
山
県
は
暑

い
が
体
調
管
理
を
含
め
調
整

し
ベ
ス
ト
な
状
態
で
臨
み
た

い
。

　

優
勝
と
個
人
賞
を
獲
得
で

き
て
嬉
し
い
。
チ
ー
ム
一
丸

で
頑
張
っ
た
結
果
だ
と
思

う
。
全
国
大
会
で
も
頑
張
る
。

　

み
ん
な
が
ボ
ー
ル
を
拾
っ

て
、つ
な
げ
て
く
れ
た
の
で
、

ア
タ
ッ
カ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
た
だ
け
。
全
国
大

会
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
頑
張

る
。

　

普
段
か
ら
練
習
を
頑
張
っ

て
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。
来

年
の
全
国
大
会
も
チ
ー
ム
全

員
で
頑
張
り
た
い
。

　

優
勝
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ

て
き
た
が
、
負
け
て
し
ま
い

残
念
。
来
年
こ
そ
優
勝
で
き

る
よ
う
頑
張
る
。

　

暑
い
な
か
、
体
力
も
限
界

に
近
か
っ
た
が
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
り
頑
張
っ
た
。
来
年

は
も
っ
と
個
人
の
力
を
上
げ

て
優
勝
を
め
ざ
す
。

　

苫
小
牧
は
岩

田
選
手
に
ボ
ー

ル
を
集
め
、
応

戦

す

る
も

の

の
、
帯
広
市
の

高
い
ブ
ロ
ッ
ク

に
阻
ま
れ
、
そ

の
ま
ま
点
差
を

縮
め
ら
れ
ず
帯

広
が
第
１
セ
ッ

ト
を

先

取
し

た
。

■
敢
闘
賞

■
最
優
秀
選
手
賞

■
勝
利
監
督
賞

■
ア
タ
ッ
ク
賞

■
レ
シ
ー
ブ
賞

■
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
賞

帯広市労連

苫小牧市職労 帯広市労連

帯広市労連

帯広市労連

苫小牧市職労

酒井 幸恵さん

岩田 淳子さん 唯野 麻希さん

明河 淳さん

板矢めぐみさん

帯川 牧子さん

個
人
賞

第36回全道自治体
職員等女子

バレーボール大会

帯
広
市
労
連
が
全
道
大
会
二
連
覇
！

準
優
勝
は
苫
小
牧
市
職
労

　

忙
し
い
仕
事
の
合
間
に
、
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今
年
も
全
道

野
球
大
会
が
終

わ
っ
た
。
大
会

中
は
雨
に
見
回

れ
、
決
し
て
ベ

ス
ト
で
は
な
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
だ
っ
た
。
試

合
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方

で
、
多
く
の
後
志
管
内
の
単

組
を
は
じ
め
実
行
委
員
会
の

み
な
さ
ん
が
団
結
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
や
ボ
ー
ル
拭
き

な
ど
の
運
営
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
無
事
に
大
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
ら
た

め
て
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
し
た
い
。

　

実
行
委
員
の
活
躍
を
見
て

い
る
と
、
こ
の
大
会
を
つ
う

じ
で
組
織
強
化
が
は
か
ら
れ

た
と
感
じ
る
。
組
合
活
動
で

一
番
重
要
な
の
は
「
組
織
強

化
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
野
球
大
会
や
各
種

取
り
組
み
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
つ
う
じ
て
「
ど
う
組

織
強
化
を
は
か
る
の
か
」
常

に
意
識
し
運
動
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
大
会
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
と
今

後
も
し
っ
か
り
と
連
携
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
労
運

動
を
強
化
し
た
い
。　

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
も
組
織

強
化
を
は
か
れ
る
機
会
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
再
認
識
し
た

大
会
だ
っ
た
。

 

（
引
地
圭
太
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

青年女性部の「伝統」として開いている学習会の様子

【
渡
島
地
方
本
部
発
】
今
年

も
新
た
に
５
人
の
新
人
が
役

場
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
福

島
町
職
労
の
伝
統
と
し
て
、

４
月
１
日
に
青
年
女
性
部
主

催
の
新
人
歓
迎
会
が
行
わ

れ
、
翌
日
に
は
全
員
が
組
合

に
加
入
、
と
い
う
流
れ
に
な

っ
て
お
り
、
今
年
度
も
新
人

全
員
が
組
合
に
加
入
し
ま
し

た
。

　

一
時
期
、
部
員
数
の
減
少

に
よ
り
活
動
休
止
に
追
い
込

ま
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
新
規
採
用
の
増
加
で
若

年
層
の
組
合
員
が
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
３
年
前
に
青
年

女
性
部
と
し
て
の
活
動
を
再

開
し
、
今
で
は
部
員
20
名
、

全
組
合
員
の
３
分
の
１
を
占

め
る
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
再
開
後
は
定
期
的
に

賃
金
や
組
合
活
動
に
つ
い
て

の
学
習
会
を
開
催
し
、
ま
た
、

統
一
要
求
時
に
は
青
年
女
性

部
単
独
で
要
求
書
を
提
出

し
、
当
局
と
の
労
使
交
渉
で

は
、
青
年
女
性
部
の
３
役
も

同
席
す
る
な
ど
積
極
的
に
活

動
を
展
開
し
、
組
合
員
と
し

て
の
意
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

基
本
組
織
と
し
て
も
、
こ

れ
か
ら
の
組
合
を
担
う
青
年

女
性
部
の
活
動
を
で
き
る
限

り
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
福
島
町
職
労
・
書

記
長
・
中
村
昌
浩
）

青
年
女
性
部
が
積
極
的
活
動
を
展
開

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

す
で
に
市
町
村
に
お
け
る
作

業
も
本
格
化
し
て
い
る
状
況

で
す
が
、
現
在
、
国
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
に
お

い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
一
つ
に
「
保
育
事
故
再
発

防
止
の
た
め
の
取
り
組
み
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

論
点
と
し
て
は
、
重
大
事

故
と
し
て
取
り
扱
う
範
囲
や

報
告
を
求
め
る
施
設
の
範
囲

と
集
約
方
法
、
分
析
・
公
表

と
再
発
防
止
の
た
め
の
検

証
・
指
導
監
督
の
あ
り
方
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
労
省
の
集
計
に
よ
る
と

昨
年
一
年
間
の
保
育
所
で
の

死
亡
事
故
は
19
件
発
生
し
て

お
り
、
時
間
帯
は
午
睡
中
が

16
件
、
年
齢
は
２
歳
未
満
が

16
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
保
育
の
質
の
向
上
」を
議

論
す
る
う
え
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
命
と
安
全
が
守
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
故
防
止
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
な
ど
は
も
ち

ろ
ん
必
要
で
す
が
、
や
は
り

現
場
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
が
大
切
で
あ
り
、
長
く

働
き
続
け
ら
れ
る
こ
と
の
重

要
性
も
そ
こ
に
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

子どもたちの命と安全
守ることが大前提

46

1181人が参加した全国保育集会＝大宮ソニックシティホール

第35回
保育集会

こ
ど
も
の
未
来
を

彩
の
国

「
彩
ろ
う
」

「
集
お
う
」

「
語
ろ
う
」

処
遇
改
善
が
最
優
先
課
題

　

い
つ
の
間
に
か
潮
が
満
ち
て
き
て
、
気

が
つ
い
た
時
に
は
、
帰
る
に
帰
れ
な
い
所

に
置
か
れ
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
暴
挙
は

今
日
本
国
民
を
こ
の
よ
う
な
状
況
に
追
い

込
ん
で
い
る
。
平
和
問
題
で
言
え
ば
、
昨

年
末
の
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
強
行
採

決
に
始
ま
っ
て
今
回
の
集
団
的
自
衛
権
行

使
の「
憲
法
解
釈
変
更
」の
閣
議
決
定
等
々

は
、
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と

も
、
近
隣
諸
国
と
の
外
交
努
力
を
す
る
事

も
な
く
、
戦
争
の
で
き
る
国
へ
。
労
働
問

題
で
言
え
ば
、「
産
業
競
争
力
会
議
」や
「
規

制
改
革
会
議
」
メ
ン
バ
ー
の
一
部
で
あ
る

大
企
業
の
声
に
応
え
る
法
人
税
減
税
。
労

働
者
保
護
無
視
の
金
銭
解
雇
や
残
業
代
不

払
い
、
派
遣
労
働
の
固
定
化
政
策
。

か
つ
加
え
て
、
国
民
が
期
待
感
を
持

っ
て
い
た
経
済
政
策
も
し
か
り
で
、
一
般

国
民
に
は
何
の
利
も
な
い
ば
か
り
か
負
担

増
。

　

こ
ん
な
政
権
に
、
怒
り
の
声
を
上
げ
ず

に
い
ら
れ
る
か
！ 

（
東
京
に
て
）

安
倍
政
権
に
〝
怒
り
！
〞

㉚

　

９
月
14
日
（
日
）
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
Ｃ
指
定
席
（
オ
リ
ッ
ク

ス
戦
）
２
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
希
望
者

は
メ
ー
ル
に
、
件
名
「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
チ
ケ

ッ
ト
」、
お
名
前
、
単
組
名
、
連
絡
先
電
話
番

号
を
記
入
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 douhonbu@

jichiro-
hokkaido.gr.jp

自治労北海道道本部

メールアドレス

ファイターズ 観戦チケット
プレゼント

９月14日スペシャルデー
締
め
切
り㈪
8
9

実
現
さ
れ
る
社
会
を
構
築
す

る
た
め
に
保
育
の
量
的
拡

大
・
確
保
だ
け
で
は
な
く

「
保
育
の
質
の
改
善
・
向

上
」を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

新
制
度
の
本
格
実
施
に
む
け

て
公
立
施
設
の
責
務
と
役
割

を
明
確
に
す
る
た
め
の
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
も
保
育
現
場
の
保
育

士
が
し
っ
か
り
と
意
見
を
反

映
す
る
重
要
性
を
確
認
し
た
。

の
保
育
園
」
を
参
加
者
と
一

緒
に
合
唱
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
子
育
ち
を
支

え
つ
な
ぐ
地
域
の
連
帯
」
ほ

か
８
つ
の
分
科
会
、
３
日
目

は
「
自
治
労
の
保
育
運
動
」

ほ
か
３
つ
の
分
科
会
と
５
つ

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
、

６
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
開
か
れ
、
テ
ー
マ
ご
と
に

学
習
と
交
流
を
深
め
た
。

　

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
が

人
生
に
感
謝
・
ピ
ア
ノ
に
感

謝
～
と
題
し
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

を
め
ざ
し
た
経
過
や
そ
の
中

で
子
ど
も
む
け
の
作
曲
を
行

っ
て
き
た
人
生
を
演
奏
と
ト

ー
ク
を
交
え
な
が
ら
講
演
を

行
い
、「
さ
よ
な
ら
ぼ
く
た
ち

　

今
回
、
初
め
て
全
国
保
育

集
会
に
参
加
し
て
、
様
々
な

地
域
の
方
の
話
を
聞
く
こ
と

で
、
こ
ん
な
に
も
、
場
所
に

よ
っ
て
状
況
が
異
な
り
、
取

組
み
も
違
う
の
だ
と
い
う
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

実
際
に
参
加
を
す
る
ま
で

は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
本
当
に
参
加
し
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

子
』
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
は
、「
子
ど

も
の
た
め
の
保
育
の
質
の
向

上
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
村
社

福
評
事
務
局
長
、
原
田
保
育

部
会
部
会
長
、
普
光
印
保
育

園
を
考
え
る
親
の
会
代
表
、

藤
井
保
育
園
を
考
え
る
親
の

　

７
月
11
～
13
日
、
埼
玉

県
・
さ
い
た
ま
市
で
「
第
35

回
全
国
保
育
集
会
」
が
開
か

れ
、
全
国
か
ら
１
１
８
１
人

（
北
海
道
か
ら
10
単
組
・
26

人
）
が
参
加
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、『
秩
父
屋
台
囃

会
会
員
か
ら
、「
認
可
外
の
死

亡
事
故
は
認
可
の
45
倍
で
あ

り
劣
悪
な
保
育
環
境
や
質
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
政
府

は
子
育
て
経
験
の
あ
る
専
業

主
婦
な
ど
を
『
子
育
て
支
援

員
』
と
し
て
活
用
す
る
と
し

て
い
る
が
、
専
門
性
の
低
い

『
子
育
て
支
援
員
』
で
は
な

く
潜
在
保
育
士
に
復
帰
し
て

も
ら
う
た
め
の
処
遇
改
善
を

は
か
る
の
が
最
優
先
課
題
で

あ
る
。
ま
た
、
子
育
て
が
多

様
化
し
て
い
る
な
か
で
公
立

は
民
間
に
近
づ
け
る
の
で
は

な
く
、
人
材
育
成
の
機
関
等

と
し
て
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
」
な
ど
新

制
度
に
む
け
た
課
題
に
つ
い

て
討
論
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

島
筒
英
夫
さ
ん
が
「
我
が
人

生
を
ピ
ア
ノ
に
託
し
て
」
～

札幌市職連

山田 直加さん

札幌市職連

小笠原星恵さん

参
加
し
て
よ
か
っ
た
！

■ 

取
り
組
み
が
違
う

こ
と
を
知
っ
た

■ 

交
流
で
き
る
貴
重

な
機
会

■ 

実
践
で
き
る
よ
う

取
り
組
む

ま
た
、
3
日
間
を
通
し
て
、

保
育
・
子
育
て
支
援
に
携
わ

る
多
様
な
職
種
の
方
々
と
交

流
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
準
備
を
し
て
下

さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
は

働
く
親
に
と
っ
て
、
ま
た
、

保
育
園
・
幼
稚
園
・
児
童
会

館
・
小
学
校
が
連
携
を
と
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
自
身

に
心
身
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
多

く
あ
る
子
ど
も
を
受
け
入
れ

る
場
合
に
お
い
て
、
支
援
の

　

幼
児
期
と
学
齢
期
の
接
続

連
続
性
を
担
保
で
き
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
で

は
、
各
機
関
に
お
い
て
の
規

則
・
方
針
等
の
違
い
で
連
携

を
と
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。
今
回
の
集
会
で
は
、

成
功
事
例
や
連
携
し
て
い
く

に
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
お

い
て
配
慮
し
て
い
く
か
を
学

び
ま
し
た
。
今
後
、
実
践
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

札幌市職連

山川 元喜さん

　

道
外
の
保
育
職
場
の
現
状

と
新
制
度
に
よ
る
変
更
点
を

勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
声


